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１．地域歯科医療体制の推進
（1）目標

（2）現状と課題

① 地域における歯科治療と口腔ケア

　区では豊島区口腔保健センター「あぜりあ歯科診療所」において、一般の歯科診療所では

十分な治療を受けることが困難な心身に障害がある方、要介護高齢者で口腔保健センターに

通院可能な方への歯科診療と口腔ケア、または、在宅・介護施設・障害者施設等入所者へ歯

科診療、口腔ケアを実施しています。

② 多職種連携の推進

　区では平成22年度から、豊島区在宅医療連携推進会議を開催しており、歯科医師も含め

た多職種連携により、在宅療養患者を支えています。多職種の連携にあたっては、ＩＣＴの

活用を推進し、歯科保健医療提供体制の構築と強化に取り組んでいます。また、在宅歯科医

療に関しては、推進会議の下に口腔・嚥下（えんげ）障害部会を設置し、より専門的に在宅

療養患者を支援するための検討を行なっています。（多職種連携の詳細はP.151「２．在宅

医療・介護連携の推進）参照）

③ 豊島区歯科相談窓口

　豊島区歯科相談窓口では、通院による歯科診療が困難なため、在宅または入所施設などで

訪問歯科診療や訪問口腔ケアなどを希望する区民、医療機関、事業者などから相談を受け付

けています。

　また、がん患者の周術期における口腔ケア、その他の歯と口腔の健康全般に関する相談も

受け付け、関係機関との連絡調整を行っています。

Ⅳ．地域歯科医療を支えるための施策

大目標
多職種が歯科診療や口腔ケアの重要性の共通認識を持ち、連携していくこ

とにより、効果的かつ効率的な歯科保健医療を提供します。

小目標

①��歯科保健に関係する職種に対し、口腔ケアの意識を高め、知識と技術

の普及啓発を行ないます。

②��歯科治療や専門的な口腔ケアが必要な方に対し、医科歯科薬科の連携

による、適切な歯科治療・口腔ケアの提供体制を整備します。

③�歯科保健・医療に関係する人の資質の向上を目指します。
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④ 歯科保健に従事する人材確保・人材育成

　介護や福祉分野において、歯科保健のニーズが増大し、歯科保健に従事する人材の確保が

急務となっています。また近年、歯科保健医療に対するニーズが多様化しており、歯科医療

関係者は、新しい知識、技術の習得が必要です。

　さらに、歯と口腔の健康づくりを適切に、円滑に行なうために医療関係者（歯科専門職及

び医師、薬剤師、保健師、看護師、栄養士等）及び福祉関係者、関係団体、教育関係者が理

解を深め意識の向上を図ることが必要です。

　豊島区口腔保健センター（あぜりあ歯科診療所）を運営している豊島区歯科医師会では以

下のような研修や、国内外からの見学受け入れ等を行なっています。

・障害者歯科研修会

・救急蘇生研修会

・症例検討会

・学会参加による情報交換（障害者歯科学会、老年歯科学会等）

・歯科衛生士養成専門学校臨地実習（介護施設への訪問実習、障害者歯科診療見学等）

・都立病院（大塚・豊島・荏原）からの研修医受け入れ

・在宅高齢者等歯科訪問診療実地研修会

・豊島区内介護施設、介護事業所職員向け研修会

　「摂食嚥下障害について」「高齢者の口腔ケア」

・豊島区在宅医療連携推進会議�交流会

　「認知症の方への食支援について」

（3）目標達成に向けた取り組み

① 豊島区歯科医師会との連携

　治療における口腔ケアの必要性の普及啓発や抗がん剤の使用や放射線治療によって多発す

る口内炎等のケアや予防方法の講演会等の実施し、医科歯科薬科連携によるがん患者に対す

る口腔ケアの必要性を広く区民及び関係機関に対し、普及啓発していきます。

　（がん予防・がん対策の推進の詳細はP.34参照）

事業名（担当課） 事業内容

がん患者への口腔ケアの

普及啓発

（地域保健課）

関係機関と連携し、医師・看護師・介護者等に対し療養中に

おける口腔ケアの意識を高め、知識と技術の普及啓発を行なう。

在宅医療関係者への口腔

ケアの普及啓発

（地域保健課）

関係機関と連携し、医師・看護師・在宅療養患者本人・介護

者等に対し在宅療養患者への口腔ケアの重要性の意識を高め、

知識と技術の普及啓発を行なう。
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　区民の命と健康を守る池袋保健所が、令和8年、本庁舎と隣接した南池袋二丁目

C地区の再開発建物に移転します。

　令和2年3月に策定した「池袋保健所移転に係る保健所機能拡充方針」に基づき、

本庁舎と連携した切れ目ない子育てサービスを充実させるとともに、大規模災害時

には保健医療活動の拠点となる施設として整備を進めています。

　移転後は、女性の健康づくり支援のための各種相談が気軽に受けられ、「健康セン

ター」機能を備えた健康づくりの拠点を目指します。

（※）�「健康センター」機能：女性の健康づくりや各年代の特徴に応じた健康づくりを支援するた

めに、保健師、栄養士等の専門職へ気軽に健康相談ができる窓口。

コラム　池袋保健所が移転します
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